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    PHOTO 

（あなたの写真） 

プロフィール（Profile） 
 

氏名（Name） 乙井 春音 
所属（School）地域保健学域看護学類 
学年（Grade） 1 年次 
 
留学先（Name of overseas institution） 
    イギリス カンタベリー 
   コンコルドインターナショナル 
留学期間 (study abroad period) 
    2018/2/10～2018/03/05（24 日間） 
記入日（Date）2018/3/23 

留学レポート Study Abroad Report 

私は、春季イギリス研修に参加し、2018 年 2 月 10 日から 3 月 5 日の 24 日間をイギリスのカンタ 
ベリーという街で生活をしました。初めての留学でわからないことばかりで不安でしたが、ともに留学
をする仲間や現地の日本人スタッフの方、ホストマザーに支えてもらい貴重な日々を過ごしました。 
私は大学に入学した当初から留学をしたいという思いがありました。1 回生の夏季休暇にアメリカで 

の語学研修プログラムに参加しようと思っていたのですが、学類の実習と日にちが被ってしまい泣く泣
く断念しました。私は、看護学類に所属しており、学年が上がっていくにつれて実習や授業が増えてい
くことで有名です。1 年次の春期休暇のみ実習も授業もないと聞いていたので、夏季休暇のアメリカへ 
の留学ができなかった悔しい気持ちから、「春季は絶対に留学をする」と決めていました。 
私が留学をしたいと思った理由は、語学力の向上に加えて、その土地の文化を知りたいと思ったから

です。自国でしか生活をしていなければ１つの価値観に縛られてしまいます。違う国を見るということ
は自分の視野を広くし、そのことは今後自分の武器になると思ったからです。 
 
〈カンタベリー〉 
私が留学したカンタベリーは、ロンドンから電車で早ければ 1 時間で着く街です。よく観光ブックな 

どでは、「宗教一筋で生きてきた街」と書かれているように、街には大きなカンタベリー大聖堂があり 
ます。宗教の街といっても古びた街並みでなく、小さいですが休日は多くの人々で賑わう過ごしやすい
街でした。 
 
 
 
 
 
 
 
  
                
       
 
    

 
 
 

                  
 



 

〈ホームステイ生活〉 
私のホームステイ先はカンタベリーの中心部から徒歩 30 分ほどの離れたところにありました。住居は

アパートの２階にあり、ホストマザーと私と２人で生活をしました。私の部屋はベットと化粧台、クロ
ーゼットがある部屋で広すぎず狭すぎず居心地のいい空間でした。ホストマザーが水気を嫌う方であっ
たため、そのことがわかるまでは少し大変でしたが、理解してからはお互い過ごしやすくなったと思い
ます。ホストマザーが仕事をしている関係から朝は７時頃に起床し、シャワーを浴びてから軽く朝食を
とり学校へ行くという生活でした。夜は６時半から７時頃に夕食をとり、その後デザートとコーヒーを
出してくれ、食後は学校の宿題をするか一緒にテレビを見ながら過ごし、１０時半に就寝という流れで
す。朝はあまり時間がなかったためゆっくり話をすることはできませんでしたが、夜は夕食をとりなが
ら、その日の１日の出来事を話しました。学校ではどんなことを習ったのか、昼食は何を食べたのか、
放課後は何をしたのかなどを詳しく話し、またそのことに関してホストマザーが質問をしてくれたり、
会話中に間違って使った文法や誤った発音を指摘してくれ、とても勉強になりました。 
ホームステイは実際現地の人の暮らしに入りともに生活をすることができるので、英語力の向上だけ

でなく文化や慣習を見ることができ、とても貴重な経験になりました。 
 
〈語学学校での授業〉 
私はコンコルドインターナショナルという語学学校に通い、初日のテストでクラス分けがなされ、私は

あまり英語が得意でなかったためプリインターミディエイトという初級のクラスで 3 週間授業を受け 
ました。クラスには私を含め 5 人の日本人とその他イタリア人やカザフスタン人、アラビア人のおよそ 
10 名の学生とともに学びました。午前のクラスでは主に文法を中心としたスピーキングやリスニング、
ライティングを行い、午後のクラスでは１つのテーマに沿って 1 週間かけて話をしていくといったスピ
ーキング中心の授業でした。午前・午後のクラスともにみな自分の意見をどんどん発言し、文法がめち
ゃくちゃでも積極的に伝えていきます。これは日本で受ける英語の授業では経験したことがありません
でした。世界各地の人々とともに学ぶことは、英語の発音やアクセントの違いなど発見することがたく
さんありとても楽しかったです。 
 
〈休日の過ごし方〉 
授業は月曜日から金曜日の午前中のみであったため、金曜日の午後・土日は学校のアクティビティに 

参加したり、自分たちで予定を立ててアクティブな休日を過ごしました。カンタベリーからバスで 30 分
ほどで着く海辺の街・ウィスタブルやグリニッチ天文台がある・グリニッチ、ケンブリッジやそしてロ
ンドンなど多くの街を訪れました。ロンドンでは大英博物館やナショナルギャラリーに行き芸術に触れ
るなど、とてもいい経験になりました。とくにレミゼラブルのミュージカルは感動以外の言葉はありま
せんでした。小さな劇場であったため、舞台が近く 2 階の席からもよく表情が見え、感動が倍増でした。 
 
〈最後に〉 
私は今回のイギリス語学研修で、英語力の向上だけでなくイギリスの文化や歴史、慣習を学ぶことが 

でき、とても貴重な経験を得ました。留学をしたいと思ったらすぐに行動することが大切だと思います。
ぜひ機会があれば、また留学をしたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  
               
 
     
                 

 
                               
 
                                
 
 
 
 
 


